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重点事業等における執行状況の共有化に向けて 

 

Ⅰ 趣旨 

令和 2 年度施政方針における主要施策のうち重点事業及び庁内の連携を要する業務（部局横断的業

務）を抽出し、執行状況を共有化したうえで共有者全員が互いに目標に対して責任を持って深くかか

わることで、業務執行の遅延・停滞を防ぐこととする。 

 

Ⅱ 対象事業等 

１．令和元年東日本台風（台風 19 号）復旧事業 

 ○復旧事業（ハード）、住まいと暮らしの再建（ソフト） 12 月 1 日現在、取りまとめ資料 

 

２．令和 2 年度重点事業  ＊（  ）は主担当課、連携課等は個別シート参照 

（1）台風 19 号災害からの復興 

①復興計画の策定 （総合政策課） 

②地域防災計画・防災ガイドブックの見直し （危機管理防災課） 

 ③災害時要支援者支援事業 （高齢福祉課） 

 

（2）産業の振興 

①屋代地区大規模開発事業（関連：屋代スマートインターチェンジ・一重山２号線） 

（地域開発推進室） 

②雨宮産業団地造成事業 （産業振興課） 

③八幡東産業団地造成事業 （産業振興課） 

 

（3）子育て支援 

①あんず・雨宮統合保育園（仮称）建設事業 （保育課） 

 ②子育て世代包括支援センター事業 （健康推進課） 

 

（4）教育の充実 

①教育の ICT 化に向けた環境整備事業 （教育総務課） 

 （千曲市立小中学校 GIGA スクール校内ネットワーク環境整備及び一人 1 台端末整備事業） 

 

（5）健康・福祉施策 

 ①高齢者の保健事業と介護予防の一体的事業 （健康推進課） 

 

（6）その他重点事業 

①公共施設総合管理計画・個別施設計画の策定 （財政課） 

②千曲市防犯灯 LED 化事業 （生活安全課） 

③広域焼却施設対策事業＜Ｂ焼却施設＞ （廃棄物対策課） 

④-ア 日本遺産地域活性化推進事業 （観光交流課・歴史文化財センター） 

 -イ 関連：名勝姨捨整備事業 （歴史文化財センター） 

⑤稲荷山重要伝統的建造物群保存地区保存整備事業 （歴史文化財センター） 

⑥松田家資料整備事業 （歴史文化財センター） 

 

（7）各種個別計画の策定（各課） ※令和 2年度策定中（見直し・更新含む）の計画 
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分類 施設名等 地籍等 被害状況 復旧完了予定 契約 着手 工事 完了 供用 備考

市道6-C-009号線 他34件 力石 他 路面洗堀、土砂堆積等

市道防犯灯支柱 力石 倒壊、電線切れ10本 R3.3月末
周辺の復旧状況に応
じて対応していく。

国道18号バイパス
八幡峰信号
付近

法面崩壊 R2.8 不明 R3.2 R3.3予定 国施工

市道9315号線 姨捨 法面崩壊 R2.7 不明 R2.7 100% R2.8 R2.8 個人施工

荒砥沢川 他22件 若宮 他 土砂堆積等

雄沢川 羽尾 護岸欠損 R3.2 R2.3 R2.3 10% 県施工

千曲川 雨宮
法面崩落（エムケー精
工北側堤防）

R3.2 R2.5.12 R2.6.18 31% 国施工

千曲川 野高場
堤防法尻漏水（野高場
地区）

R3.2 R2.5.12 R2.6.18 7% 国施工

沢山川 雨宮

法面崩落（中の橋南堤
内地側）
７ヵ所

R3.2 R2.4 R2.4 35% 1工区（右岸）

沢山川 雨宮

法面崩落（中の橋南堤
内地側）
７ヵ所

R3.2 R2.6 R2.6 38% 2工区（左岸）

生萱マンホールポンプ 生萱 制御盤浸水

伊勢宮排水ポンプ場 屋代
放流ゲートラック棒湾
曲

ハード事業

進捗管理

①道路等
6/1までにすべて復旧完了

②河川等
6/1までにすべて復旧完了

③公共下水道施設

6/1までにすべて復旧完了

6/1までにすべて復旧完了
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分類 施設名等 地籍等 被害状況 復旧完了予定 契約 着手 工事 完了 供用 備考

④林道 林道更埴坂城線 他12件 森 他 倒木、落石等

冠着登山道久露滝ルート 羽尾
倒木、土砂流出、木橋
流出

未定 個人所有地のため、復旧もしくはルー
ト変更含め検討中

三滝遊歩道 倉科 土留破損、崩落、木橋 未定 個人所有地のため、復旧もしくはルー
ト変更含め検討中

霊諍山遊歩道 八幡 土留破損 未定 個人所有地のため、復旧もしくはルー
ト変更含め検討中

羽尾浄化センター 羽尾 原水ポンプ槽水没

田、農道、用水路　26件 八幡 他 畦畔崩落、土砂堆積等

雨宮地区（畑） 雨宮 排土工　A=1.28ha R2.7.20 R2.3.31 R2.4.1 100% R2.6.30 R2.6.30

屋代地区第1工区（畑） 屋代 排土工　A=2.87ha R2.9.30 R2.3.31 R2.3.31 100% R2.7.31 R2.7.31

屋代地区第2工区（畑） 屋代 排土工　A=3.22ha R2.9.30 R2.3.31 R2.4.1 100% R2.7.31 R2.7.31

屋代地区第3工区（畑） 屋代 排土工　A=2.15ha R2.9.11 R2.3.31 R2.3.31 100% R2.6.30 R2.6.30

中地区第1工区（畑） 中 排土工　A=3.37ha R2.9.25 R2.3.31 R2.3.31 100% R2.7.31 R2.7.31

中地区第2工区（畑） 中 排土工　A=3.40ha R2.8.31 R2.3.31 R2.4.1 100% R2.7.31 R2.7.31

中地区第3工区（畑） 中 排土工　A=1.94ha R2.8.31 R2.3.31 R2.4.1 100% R2.7.31 R2.7.31

須坂地区（畑） 須坂 排土工　A=3.17ha R2.7.15 R2.3.30 R2.3.30 100% R2.6.30 R2.6.30

女沢地区（畑） 上山田 排土工　A=1.34ha R2.6.30 R2.3.23 R2.4.1 100% R2.6.30 R2.6.30

力石地区第1工区（畑） 力石 排土工　A=9.43ha R2.9.11 R2.3.30 R2.3.31 100% R2.7.31 R2.7.31

⑥農業用施設
6/1までにすべて復旧完了

6/1までにすべて復旧完了

6/1までにすべて復旧完了

⑤遊歩道・登山道
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分類 施設名等 地籍等 被害状況 復旧完了予定 契約 着手 工事 完了 供用 備考

力石地区第2工区（畑） 力石 排土工　A=3.88ha R2.7.31 R2.3.27 R2.3.27 100% R2.6.30 R2.6.30

力石(30）地区（畑） 力石 排土工　A=0.62ha R2.3.25 R2.4.3 100% R2.6.30 R2.6.30

矢崎頭首工 矢崎 仮復旧完了 R3.3 R2.11.16 R2.11.26

若宮頭首工 若宮 仮復旧完了 R4.3 R3.1契約予定

埴科頭首工 坂城町 仮復旧完了 R4.3 R3.1契約予定

六ケ郷頭首工 上田市 仮復旧完了 R3.5 R2.12契約

西沖頭首工 西沖 仮設ﾎﾟﾝﾌﾟによる運用 R4.3 R3.1契約予定

五十里川排水機場 雨宮 仮設ﾎﾟﾝﾌﾟ設置完了 R3.3 R2.6.1 R2.6.1 60% 仮設ポンプ設置完了

横沢地区揚水機場 八幡
揚水ポンプ、制御盤更
新

R2.7.31 R2.2.17 R2.2.17 100% R2.7.31 R2.7.31

巾田地区揚水機場 羽尾
揚水ポンプ、制御盤更
新

R2.6.26 R2.2.17 R2.2.17 100% R2.6.26 R2.7.31

⑦市営住宅 鋳物師屋団地 鋳物師屋 床下浸水

更埴子育て支援センター 杭瀬下 床上浸水 R2.6.16 R2.3.19 R2.3.19 100% R2.6.16 R2.7.13 完了

あんず・雨宮統合保育園（仮） 生萱 床上浸水 R3.11.19 R2.9.17 R2.9.17 造成工事中

杭瀬下保育園 杭瀬下 床上浸水 R2.10.14 R2.3.11 R2.3.19 100% R2.10.14 R2.11.2 完了

⑨学校 上山田小学校 他6件 上山田 他 雨漏り等

⑥農業用施設

6/1までにすべて復旧完了

⑧子育て支援施設

6/1までにすべて復旧完了
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分類 施設名等 地籍等 被害状況 復旧完了予定 契約 着手 工事 完了 供用 備考

総合観光会館 上山田 倒木

上山田文化会館 上山田温泉三丁目 地下室浸水、屋根損傷 完了 R1.12.24 R1.12.24 100% R2.5.21

戸倉創造館 戸倉
3階会議室、調光機械
室の雨漏り

令和4年3月
従来より雨漏りがあった
が、雨漏りがひどい所は令
和3年度修繕

稲荷山宿・蔵し館 稲荷山 外壁の一部破損 R2.10.23 R2.11.2 100% R2.11.30

更埴図書館 杭瀬下
閲覧室、児童図書コーナー、郷土資料室、
事務室、
１Fトイレ、地下機械室浸水

設計完了

更埴文化会館 杭瀬下一丁目
地階、大ホール、インナー
コリドー浸水 設計完了

登録文化財 笹屋ホテル別荘 他7件 上山田温泉 他 床下浸水、倒木等

登録文化財坂井銘醸 戸倉 壁剥落 未定 R2.1 R2.2 40% 所有者による修繕

更埴中央公園グラウンド 他10件 杭瀬下 他 冠水等

智識の杜公園 上山田 倒木1本 完了 職員で実施 R1.11 100% R2.3 R2.3 自営

水辺の楽校親水公園 八幡 冠水 R2.11.30 R2.8.12 R2.8.13 100% R2.11.30 R2.12.9

雨宮緑地全施設 雨宮 冠水 R2.9.25 R2.4.15 R2.4.15 100% R2.9.25 R2.10.13

平和橋緑地全施設 中 冠水 R2.9.4 R2.4.15 R2.4.16 100% R2.9.4 R2.9.12

大西緑地公園（上流部） 上徳間 冠水 R2.12.28 R2.6.2 R2.6.3 80% 2工区

大西緑地公園（下流部） 上徳間 冠水 R2.12.28 R2.6.2 R2.6.2 80% 1工区

⑩文化・観光施設

6/1までにすべて復旧完了

⑪文化財等
6/1までにすべて復旧完了

⑫公園・体育施設等
6/1までにすべて復旧完了
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分類 施設名等 地籍等 被害状況 復旧完了予定 契約 着手 工事 完了 供用 備考

千曲橋緑地全施設 野高場 冠水 R2.9.30 R2.4.14 R2.4.14 100% R2.9.30 R2.11.1

萬葉の里スポーツエリア（上流部） 上山田 冠水 R3.1.20 R2.5.26 R2.5.27 80% 2工区

萬葉の里スポーツエリア（中流部） 上山田 冠水 R3.1.20 R2.5.27 R2.6.5 60% 1工区

萬葉の里スポーツエリア（下流部） 上山田 冠水 R3.3.24 R2.5.27 R2.5.28 80% 3工区

戸倉千曲川緑地公園全施設 戸倉温泉 冠水 R2.8.31 R2.3.31 R2.3.31 100% R2.8.31 R2.8.31

千本柳運動場 千本柳 冠水 R3.3.12 R2.8.4 R2.8.4 80%

⑬温泉施設 白鳥園 磯部 倒木

更埴地域シルバー人材センター 他7件 杭瀬下 他 床上浸水等

更埴デイサービスセンター 杭瀬下 床上浸水 R2.10.8 R2.6.11 R2.6.11 100% R2.10.8 建築主体工事

更埴デイサービスセンター 杭瀬下 床上浸水 R2.10.5 R2.6.8 R2.6.8 100% R2.10.5 機械設備工事

杭瀬下倉庫 他3件 杭瀬下 他 床上浸水等

上山田分室　有線本部 上山田温泉 屋根破損 完了 R2.2.12 R2.2.13 100% R2.5.12 R2.5.12

須坂区多目的集会所 須坂 施設の修繕 未定 修繕内容の協議の時期未定

山林（個人所有） 上山田 法面崩壊 R2.6.26 R2.2中旬 R2.2中旬 100% R2.6.26 R2.6.26 県施工

⑮その他

6/1までにすべて復旧完了

⑫公園・体育施設等

6/1までにすべて復旧完了

⑭福祉関連施設

6/1までにすべて復旧完了
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(1)罹災証明書、罹災届出証明書の申請・発行状況

①罹災証明書（住家）

件

件

※申請件数には、同一棟においての世帯員からの申請も含まれています

②発行件数の内訳（世帯）

③罹災届出証明書（住家以外）

件

件

(2)住まい・暮らしへの支援

①借上型応急仮設住宅の提供（災害救助法）

②住宅の応急修理（災害救助法）

件 円

件 円

③被災家屋等の公費解体・撤去

棟 【内訳　公費解体10棟　自費解体償還　7棟】

棟

④市内温泉施設入浴無料券配布

・利用実績

9 月 30

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

人 人 人

・申請件数 1,088

・発行件数 972

［危機管理防災課］

ソフト事業

１．住まいと暮らしの再建

［危機管理防災課］

罹災証明書（住家）、罹災届出証明書（住家以外）の申請について10月15日（火）から受付を開
始しました。

［危機管理防災課課］

住 家 1 3 347 72 489 60

区分
全壊

（風害）
大規模半壊
（床下）

半壊
（床上）

一部損壊

床上 床下 風害

［建設課］ ［廃棄物対策課］ ［生活安全課］

［建設課］

被災者の生活再建のため、長野県が民間賃貸住宅を借上げ、提供します。
（入居可能期間は2年間）

［危機管理防災課］

・申請件数 1,049

・発行件数 1,049

ア　全壊・大規模半壊・半壊住宅：上限59万5千円（1世帯あたり）

・申込件数 194 世帯 契約世帯件数 189 修理費(契約額) 104,688,455

・実績 18 世帯

［建設課］

被災した住宅の居室、台所、トイレ等日常生活に必要な最小限度の部分を応急的に修理します。
（市が業者に依頼し実施します）

［廃棄物対策課］

全壊・大規模半壊・半壊した建築物を解体したい場合、所有者の申請により市が代わって解体・
撤去します。

・申請件数 17

・実施件数 17

イ　一部損壊（準半壊）：上限30万円（1世帯あたり）

・申込件数 7 世帯 契約世帯件数 7 修理費(契約額) 1,826,095

［生活安全課］

被災により自宅でお風呂が使えない方に入浴無料券を配布します。

対　象　施　設
期間（№1） 期間（№2） 期間（№3）

10月17日～12月31日 1月1日～3月31日 4月1日～

千曲市健康プラザ 245 29 12

佐野川温泉竹林の湯 2,124 407 215

日

白鳥園 13,293 1,503 460

多世代健康交流プラザつるの湯 1,364 343 52

合計 17,026 2,282 739
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(3)生活資金に関する支援

①信州被災者生活再建支援金

・支給実績

円

円

②災害見舞金

・支給実績

③災害義援金の募集、配分

円

円

円

円

円

（第1回配分委員会：令和2年1月14日）

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円

（第2回配分委員会：令和2年3月10日）

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円

［福祉課］

国の被災者生活再建支援制度（全壊・大規模半壊）の対象とならない半壊世帯に給付します。
（最大50万円）

被害区分 支給世帯数 支給総額

［福祉課］ ［会計課］ ［高齢福祉課］

複数世帯 半壊世帯 275 世帯 137,500,000

単数世帯 半壊世帯 62 世帯 23,250,000

［福祉課］

住家が床上・床下浸水又は風害の被害を受けた世帯が対象となります。ただし、半壊以上で信州
被災者生活再建支援制度の対象となる場合などは、対象となりません。

・支給金額

支給対象とな
る被害の程度

県見舞金
県制度

市見舞金
千曲市

追加加算
合　計

住家被害

床上浸水 1世帯
5万円

一部損壊

1世帯15万円 25万円（準半壊）

1世帯5万円

（半壊に至ら
ないもの）

一部損壊

1世帯5万円 15万円（10％未満）

1世帯5万円

床下浸水
風　　害

(10％未満)
なし なし 1世帯2万円 2万円

被害の程度
床上浸水

（半壊に至らない）
床下浸水・風害

世帯数 71 世帯 554 世帯

令和元年10月23日から受付を開始した災害義援金について、配分委員会の決定に基づき被災者に
配分します。

・募集について

区　　分 受付額

支給総額 11,300,000 円 11,080,000 円

［会計課］ ［高齢福祉課］

合　　計 235,906,765

※（2）支援の状況 ②災害義援金 参照

・配分について

千曲市災害義援金※ 51,895,765

長野県からの配分額 184,011,000

大規模半壊 135,000 180,000 315,000

半　壊 90,000 120,000 210,000

（１世帯当たり）

被害区分 千曲市災害義援金 長野県からの配分 合　計

全　壊 180,000 240,000 420,000

※千曲市義援金・長野県義援金合算 ※以降順次

（１世帯当たり）

被害区分 千曲市災害義援金 長野県からの配分 合　計

一部損壊・床上浸水 18,000 24,000 42,000

第1次配分額 79,173,000 第 1 回　令和 2 年 2 月 19 日 振込

半　壊 292,000 292,000

一部損壊・床上浸水 58,000 58,000

全　壊 585,000 585,000

大規模半壊 439,000 439,000

※千曲市義援金・長野県義援金合算 ※以降順次

一部損壊・床下浸水 10,000 10,000

第2次配分額 114,790,000 第2 回　令和 2 年3 月 25 日 振込
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（第3回配分委員会：令和2年8月28日）

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円 円 円

円

(4)減免等による支援

①市税の減免

件 円 件

件 円 件

件 円 件

件 円 件

件 円 件

②国民健康保険の窓口負担の減免

・実績

件 円 件

③後期高齢者医療保険料の減免

・実績

件 円 件 件

④介護保険料（第1号被保険者）・介護サービス利用料の減免

・実績

人 円

・実績

人 円

人 円

（１世帯当たり）

被害区分 千曲市災害義援金 長野県からの配分 合　計

半　壊 30,000 77,000 107,000

一部損壊・床上浸水 6,000 15,000 21,000

全　壊 60,000 155,000 215,000

大規模半壊 45,000 116,000 161,000

※千曲市義援金・長野県義援金合算 ※以降順次

［税務課］ ［債権管理課］

［税務課］ ［債権管理課］

一部損壊・床下浸水 2,000 2,000

第3次配分額 41,252,000 第3 回　令和 2 年 9 月　16　日　振込

一定の要件を満たす被災者に対し、市税の減免、納税の猶予を行います。
[市民税・固定資産税（都市計画税含む）・国民健康保険税]

税　目 減免件数 減免税額 納税猶予件数
市民税（令和元年度分） 208 4,699,180 0

国民健康保険税（令和元年度分） 104 5,174,300 0
国民健康保険税（令和2年度分） 98 3,640,800 0

固定資産税(令和元年度分) 352 3,607,500 1
固定資産税（令和2年度分） 283 5,493,500 0

2,513 14,762,963 0

［健康推進課］

［健康推進課］

一定の要件を満たす被災者に対し、国民健康保険の医療費窓口負担について減免措置や支払い猶
予措置を行います。

窓口負担減免件数 窓口負担減免額 支払い猶予件数

一定の要件を満たす被災者に対し、後期高齢者医療制度の保険料及び窓口負担について減免措置
や支払い猶予措置を行います。

保険料減免件数 減免保険料額 窓口負担減免件数 支払い猶予件数

151 7,310,900 169 0

介護保険料 235 7,205,509

減免実人数 減免総額

［高齢福祉課］

一定の要件を満たす被災者に対し、介護保険料の軽減や介護利用料の減免措置等を行います。

軽減実人数 軽減総額

介護サービス利用料 43 6,291,253

総合事業　介護予防・生活
支援サービス利用料

10 166,192
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⑤国民年金保険料免除・納付猶予

・実績

件

件

⑥各種証明書交付等手数料の免除

・実績

件 円

件 円

件 円

⑦一般旅券手数料の免除

・実績

件

⑧保育料等の減免

件 円

件 円

⑨小・中学生の就学援助措置

人

人

［市民課］

一定の要件を満たす被災者（国民年金第1号被保険者）で申請をして承認された場合、保険料が
全額免除されます。

・申請件数 12

・承認件数 12

住民票等証明書 983 303,450

印鑑登録証等再交付 37 16,900

［市民課］［税務課］［債権管理課］

罹災（届出）証明書又は農業用被災証明書の交付を受けた方が、被災による手続きに必要とする
各種証明書の交付等手数料を免除します。

免除件数 免除額

一定の要件を満たす被災者に対し、保育所等に通園する園児の保育料、副食費の減免を行いま
す。 減免件数 減免額

税務関係証明書 136 40,800

［市民課］

被災により、一般旅券を紛失又は損傷したことにより、県内において新たに発給申請をする場合
の交付手数料（長野県分）を免除します。

保 育 料 9 425,200

副 食 費 24 255,800

申請件数 1

［保育課］

中学校 28

［教育総務課］

災害により、家計が急変して小中学校への就学が困難な児童・生徒を対象に、学用品費、学校給
食費等を援助します。

対象者数

小学校 44
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⑩教科書等の無償給与

件 円

件 円

件 円

件 円

⑪県営水道料金の減免・免除申請受付

・実績

上田水道管理事務所分 川中島水道管理事務所分

件 件

⑫避難先市営水道料金及び下水道使用料の減免

・実績

件 円 件 円

件 円 件 円

件 円 件 円

⑬被災住家等の市営水道料金の減免、納付相談

・実績

件 円 件 円

件 円 件 円

件 円 件 円

件 件

⑭市営水道の給水装置工事にかかる手数料の減免

・実績

件 円

［教育総務課］

災害援助法に基づいて、災害により学用品を失った児童・生徒を対象に教科書や学用品などを支
給しました。（実施済み）

申請件数 内　訳 金　額

中学校
1 教科書 323

3 学用品等 8,423

小学校
5 教科書 4,952

2 学用品等 2,710

被災者の避難先に対し、市営水道料金及び下水道使用料を減免します。

市営水道料金 下水道使用料

減免件数 減免総額 減免件数 減免総額

［上下水道課］

市民の利便性を考慮し、県営水道区域（八幡・桑原・稲荷山の一部以外）の浸水等による被災者
（住家）に対する水道料金の減免・免除申請を受付し、所管の各水道管理事務所へ回送します。

42 658

［上下水道課］

避難先（公営住宅等） 0 0 15 76,552

避難先（民間ｱﾊﾟｰﾄ等） 6 52,783 72 410,555

浸水等による被災者（住家や事業所等）に対し、市営水道料金及び下水道使用料を減免及び納付
相談を行います。

市営水道料金 下水道使用料

減免件数 減免総額 減免件数 減免総額

避難者受け入れ同居 10 38,760 30 74,359

［上下水道課］

住家（床上浸水） 14 95,899 364 1,958,497

住家（床下浸水） 39 38,148 327 404,259

納付相談件数 0 0

［上下水道課］

市営水道区域（八幡・桑原・稲荷山の一部）において被災者の住家及び事業所等の再建に対し、
給水装置工事にかかる手数料を減免します。

法人又は事業者 2 12,845 42 2,392,108

市営水道料金 下水道使用料

減免件数 減免総額

0 0
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(5)各種相談

①健康相談（心身のケア）

・実績（被害がなかった者含む）

件

件

件

件

人

件

件

件

②総合相談

回

人

③被災後の園児の心のケア

➃家庭児童相談

件

⑤農業被害相談

『３．農業者への営農継続に向けた支援』に記載

⑥住宅相談

人

人

人

人

［健康推進課］

被災したことに伴うストレスからくる心身の不調など、体調や気分がすぐれない方の健康相談を
実施しています。

相談者延件数 298

（再掲）妊婦・乳幼児 42

［健康推進課］ ［農林課］

状況確認含む相談実人員 262

（再掲）消毒に関する相談 5

（再掲）精神面に関する相談 90

（再掲）高齢者 91

（再掲）その他 168

相談内容 延　数

相談人数 2

［保育課］

市保健師が、被災した園児のいる保育園を巡回訪問し、様子を観察する中で、ストレス症状の早
期発見等に努め、適切な対応を行います。また、保育士が日々の生活の中で、子どもの変化に注
意し、変化等に気付いた場合は保健師へつなげていきます。

訪問園 訪問日

（再掲）身体面に関する相談 44

［健康推進課］

弁護士や精神科医、その他専門家が様々な悩み、事情をお聞きする総合相談会を実施します。

実施回数 1

［こども未来課］

相談窓口（こども未来課、更埴子育て支援センター・上山田子育て支援センター含む）におい
て、被災された子育て世帯の相談に応じ、相談内容に対応した活用可能な福祉サービスの情報提
供や、専門の相談機関の紹介など、必要な支援につなげていきます。

相談件数 40

［農林課］

屋代保育園 令和元年12月25日

稲荷山保育園 令和元年12月26日

あんず保育園 令和元年12月13日

令和2年2月27日（木）AM10:00～PM7：00 千曲市役所（3階会議室）

［建設課］

台風19号災害による建築・住宅に関する専門家による総合相談

開催日時 開催場所 相談者数
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２．被災企業等への事業継続に向けた支援

（1）千曲市被災小規模事業者事業継続奨励金

件

件

（2）災害関連の制度融資

件

件

［産業振興課］

被災した市内の小規模事業者の経営再建を後押しするため、国の「被災小規模事業者再建事業
(持続化補助金)」を受けた際に生じる事業者負担分に対し、一部を市独自で奨励金として支援す
る。
（支援率）補助対象経費の事業者負担の１／４以内
（上限額）２５万円

申請件数 38

あっせん件数 20

交付件数 38

［産業振興課］

被災事業者を対象に資金繰りを支援する。

申請件数 20
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(1)農業用被災証明書申請・発行状況

件

件

(2)農業被害相談窓口の開設

件

(3)営農継続・再開に向けた支援

件 件 ％
千円 千円 ％

件 円

件 円 円

件 円

件 円

②土砂の撤去

件 件 件

件 件 件

件 件 件

※説明会実施日

雨宮、須坂、女沢地区（1/7実施済）対象者85人、中地区（1/21）対象者87人

力石地区（1/23、1/28）対象者147人、屋代地区（1/27）対象74人

③果実出荷の助成

人 円

人 円

３．農業者への営農継続に向けた支援

［農林課］

農作物・耕作地・ビニールハウス等の被害に対する被災証明書の申請について10月23日(水)から
受付を開始し、随時証明書を発行しています。

被災された農業者が営農継続・再開に向けた支援等を活用するための相談窓口を開設していま
す。

・相談件数 184

［農林課］

①被災された農業者が営農継続・再開するため、助成金を交付し支援してまいります。

・申請件数 218

・発行件数 218

［農林課］

進捗率(件数) 82.3
・補助金交付決定額 169,738 ・補助金交付済額 135,739 進捗率(金額) 80.0

Ａ：強い農業・担い手づくり総合支援交付金（被災農業者支援型）

Ｂ：持続的生産強化対策事業助成金（産地緊急支援対策）

Ⅽ：農作物等災害緊急対策事業補助金

　注）補助率等は、支援内容によって違いがあります。

事業実施見通し及び実績

Ａ
・事業者数 124 ・事業完了者数 102

2,268,453

Ｃ
・事業者数 20 ・事業費 19,461,632
・要望件数 20 ・補助金要望額 9,730,814

Ｂ
・事業者数 11 ・事業費 3,964,600 ・うち国庫補助額

・要望件数 11 ・補助金確定額 2,268,453

市が指定するエリア内の農地について、土地所有者の意向を聞きながら土砂の撤去を行います。
（農地・農業用施設災害復旧事業補助金）

・自主復旧件数 ・市主体工事件数 ・全体件数

・提出済件数 72 295 367 93%

・説明会実施件数 - - 393 100%

・対象件数 - - 393

Ａ 60 54,280
Ｂ 64 152,317

　注）土砂堆積5cm以上で、国の災害査定の認定を受けたエリアの農地が対象です。

　注）未提出26件については、住所不明で市から連絡が取れない農地等です。

被災された果樹農家が、加工用または等級落ちした果実をながの農協に
出荷する際に助成を行います。（市内のほ場で栽培し被害を受けた果実）
※補助申請はながの農協が取りまとめて行います。

〈助成の対象〉
Ａ：風落果実の加工用に出荷した助成
　　10円/㎏×出荷重量（㎏）×補助率１/２
　　（10円/㎏は、ながの農協の補助対象単価）
Ｂ：強風で擦過痕等が生じ等級落ちした果実の出荷用オープン段ボール
　　95円/箱×100/110×出荷箱数×補助率１/２
　　（95円/㎏は、ながの農協の補助対象単価）

助成の種類 対象者 助成金額
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４．旅館業者への風評被害を払拭し、観光需要の早期回復・喚起に向けた支援

(1)宿泊者の回復を支援

   市内宿泊施設の宿泊者数を回復させるために旅館ホテルに補助をします。

※令和２年５月31日をもって終了しました。

件

件
件

(2)風評被害に対する対応

　 風評被害を払拭するためにYouTubeを活用した情報発信をします。

件

件 ※一般社団法人信州千曲観光局HPより

５．防災対策・教育の推進

（1）千曲市防災ガイドブックの改訂

（2）マイタイムラインの普及・啓発

実績件数 1,464

［観光交流課］

情報掲載件数 11

［観光交流課］

補助対象件数 4,000

申請件数 1,464

自分自身の防災計画であるマイタイムラインの作成を進め、災害時の防災と避難行動のための準備
と災害時の逃げ遅れゼロを目指すため、マイタイムライン（避難行動計画）の普及・啓発を推進す
る。

アクセス件数 47,500

［危機管理防災課］

令和２年度に改定を行い、全世帯に配布します。洪水については、これまでの100年に１回の大雨
（２日間で連続186㎜）が降り、千曲川及び一部の一級河川が氾濫した場合の想定から、1,000年に
１回程度の大雨（２日間で連続396ｍｍ）、「想定最大規模降雨」の想定に変更します。また、避難
所の見直しや外国人に配慮した表記を行い、実用性の高いものにします。

［危機管理防災課］
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６．復旧・復興に向けて

（1）市民参画

①住民説明会（市民懇談会）等

人

人

人

人

人

人

人

②復興計画策定のための市民アンケート調査

◉調査期間

◉調査対象者

◉回答方法

◉回答者数

［市民協働課］ ［総合政策課］ ［総務課］

［総合政策課］

主催者 日　時 場　所
参加者数
（対象人

数）
内　容　等

杭瀬下区
R1.12.5（木）
19:00～21:00

旧保健センター
約200
（全区
民）

・対策本部・排水機場運転経過
・被災者支援
・今後の復旧復興方針
・質疑応答

力石自治会
R2.1.29（水）
19:00～20:45

力石公民館
26

（40）

・水門操作マニュアルについて
・水門操作時系列経緯
・今後の災害防止管理体制
・質疑応答

新田区
R2.1.30（木）
19:00～21:02

新田コミュニ
ティセンター

70
（150
）

・対策本部経過
・被害状況と流入状況(区報告)
・今後の対策　・質疑応答

屋代区長会
R2.2.9（日）
14:00～16:15

屋代公民館 79
（全区民）

・対策本部・排水機場運転経過
・堤防に関すること(霞堤、本堤)
・排水機場(尾米川・伊勢宮川)
・農業用水の管理に関すること
・避難所及び・被災者支援

船渡自治組合
R2.2.24（月）

10:00～
旧保健センター

26
（26）

・組合側からの市への確認事項
・今後の対策(要望)について
　排水機場、本堤・霞堤、避難所
　復興計画、罹災証明、義援金

［総合政策課］

新宿・辻・上
町・代区

R2.2.26
（水）

10：00～
八幡公民館 9

・信濃川水系緊急治水対策プロジェク
トにおける千曲市内の取組内容（遊水
地他）の説明

中・新田区
R2.3.6（金）

13:45～
中公民館 11

・信濃川水系緊急治水対策プロジェク
トにおける千曲市内の取組内容（遊水
地他）の説明

アンケート用紙に直接回答を記入のうえ、同封の返信用封筒により返送（2月16
日消印有効）

・インターネットによる場合

市ホームページ「市民アンケート」から回答可（回答には調査票に記載のトーク
ンの入力が必要で、調査票の返信は不要）

調査対象者 発送者数 回答者数 回答率

被災者及び市民の皆さんから被災状況や避難状況、防災意識などの状況をお聞きし、
「復興計画」に反映します。

・令和2年1月31日㈮～2月14日㈮

・2,000世帯

・罹災証明書発送世帯：872世帯
　（罹災証明書第8回送付分の発送済の市民の方で、世帯主の方を対象）

・上記を除く市内全域から無作為抽出：1,128世帯

・郵送の場合

％市内全域から無作為抽出 1,128 世帯

全体 2,000 世帯

罹災証明書発送世帯 872 世帯

1,028 世帯 51.4
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③千曲市復興計画策定委員会

（進捗状況）

④復興計画（案）に関するパブリックコメント

⑤復興計画（案）に関する住民説明会

1月31日 策定委員の公募（2/1～2/21）

2月26日 公募委員２名を決定

3月24日 団体推薦委員の推薦依頼

［総合政策課］

日付 内容

1月20日 千曲市復興計画策定委員会設置要綱制定

7月29日 安全・安心なまちづくり部会開催

7月30日 住まいと暮らしの再建部会開催

9月16日 第２回委員会開催

4月10日 第１回委員会開催延期（コロナ対策）

6月30日 第１回委員会開催

7月27日 産業・経済復興部会開催

受付期間 令和２年10月12日（月）から令和２年11月10日（火）

受付時間 午前８時30分から午後５時15分

意見の提出方法

閲覧場所にある意見用紙（市ホームページからダウンロード
できます）に、住所・氏名・電話番号・意見を記入の上、令
和２年11月10日までに閲覧場所に持参するか、郵送（当日消
印有効）、FAXまたは電子メールのいずれかで提出してくだ
さい。

［総合政策課］

復興計画（案）は、市ホームページ及び千曲市役所で10月12日（月）から閲覧できます。

項目 内容

閲覧場所
〇市役所１階総合案内
〇市役所４階総合政策課窓口
〇千曲市ホームページにも掲載

日 時間 場所
10月29日(木) 19：00～21：00 稲荷山公民館（講堂）

意見の提出先

〇持参の場合
　・市役所１階総合案内
　・市役所４階総合政策課窓口
〇郵送、FAXまたは電子メールの場合
　〒387-8511千曲市杭瀬下二丁目１番地
　千曲市役所企画政策部総合政策課
　FAX：026-273-8787
　電子メール：seisaku@city.chikuma.lg.jp

意見に対する回答
個別での回答はしません。意見を一覧表形式に整理の上、回
答とともに市ホームページや閲覧場所で公表します。個人情
報に関する内容については公表しません。

［総合政策課］

11月4日(水) 19：00～21：00 八幡公民館（講堂）
11月5日(木) 19：00～21：00 戸倉創造館（大ホール）

10月30日(金) 19：00～21：00 埴生公民館（講堂）
11月2日(月) 19：00～21：00 屋代公民館（講堂）

11月8日(日) 15：00～17：00 千曲市役所（301会議室）

11月6日(金) 19：00～21：00 総合観光会館（大会議室）
11月7日(土) 15：00～17：00 千曲市役所（301会議室）

11月25日 第３回委員会開催

全て延期となりました。
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（2）支援の状況

①ボランティアによる支援

人

件

②他自治体からの職員派遣

～ 人

～ 人

～ 人

～ 人

～ 人

～ 人

～ 人

～ 人

～ 人

～ 人

～ 人

～ 人

～ 人

～ 人

②災害義援金

件 円

［総務課］ ［総合政策課］ ［会計課］

［総務課］

市の災害復旧業務に従事するため、「総務省・全国市長会及び全国町村会による被災市
町村に対する中長期の職員派遣スキーム」等により、他の自治体から職員の派遣を受け
ています。

期　間 自治体数 延べ人数 備　考

［福祉課］

令和元年10月14日の千曲市災害対策本部会議において、災害ボランティアセンターの設
置を決定し、翌10月15日午前9時より旧更埴庁舎保健センター1階にて運営を開始しまし
た。ボランティアセンターは12月24日をもって登録ボランティアの皆さんによる活動は
終了となりましたが、それ以降も千曲市社会福祉協議会が受付・相談の窓口となり、ボ
ランティアによる支援は続いています。

ボランティア延べ人数 1,244

支援の延べ件数 570

罹災証明の受付

10月16日 10月20日 1 団体 4 長野県市長会

令和元年 10月16日 10月25日 1 団体 2

市町村相互応援協定

10月18日 10月24日 5 団体 10 総務省被災市区町村応援職員確保システム

10月18日 10月28日 2 団体 6

長野県災害応援協定

10月21日 11月1日 1 団体 2 姉妹都市

10月18日 10月23日 3 団体 42

姉妹都市　災害時の相互応援協定

10月24日 10月31日 5 団体 10 総務省被災市区町村応援職員確保システム

10月23日 10月31日 1 団体 2

総務省全国市長会・全国町村会による派遣スキーム

令和2年 1月6日 2 団体 2 総務省全国市長会・全国町村会による派遣スキーム

12月16日 1 団体 1

総務省全国市長会・全国町村会による派遣スキーム

団体

令和2年 4月1日 2 団体 2

［会計課］

寄附の方法 件　　数 金　　額

振込及び窓口持込 895 51,895,765

団体

団体
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②災害支援金（ふるさと納税）

件 円

件 円

件 円

件 円

件 円

（なお、宇和島市による代理寄附は2月末をもちまして終了しました。）

※サイトでの支援金受付は令和２年３月31日をもって終了しました。

③支援物資

（12月3日以降受付は終了しています）

楽天 5,391 28,589,000

自治体窓口 89 21,253,356

［総合政策課］

寄附の方法 件　　数 金　　額

ふるさとチョイス 848 16,181,948

会社等 60 社

自治体 5 自治体

※令和元年10月25日宇和島市から代理寄附の協力の申し出をいただきました。

［総合政策課］

個　人 120 組（延数） ［支援いただいた物資］

〇飲料水・食品類　〇タオル・毛布類

〇ティッシュ・トイレットペーパー類

〇歯ブラシ・マスク等衛生用品類

〇石鹸・シャンプー・洗剤類　〇生理用品・オムツ

〇その他雑貨類など

団　体 19 団体

宇和島市代理寄附※ 782 15,421,509

合計 7,110 81,445,813
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事
業
名 

（1）-① 

千曲市復興計画策定 

（令和元年東日本台風災害） 

主担当課 総合政策課 

連携課等 
全課 

（復興本部） 

①
事
業
概
要
・
達
成
目
標 

 

令和元年東日本台風による災害を教訓として、市民と行政が一体となり、より一層災

害に強いまちづくりを目指すための中長期的指針とする。 

 

（参考） 

 市民生活の安定とインフラや被災施設の現状回復を重視した「復旧計画」は３月策定

公表済 

 

当初「秋頃」の策定を目指したが、市長選の結果等を受け、年度内の策定に修正する。 

②
進
捗
状
況 

１．庁内体制＝復興本部（会議 ①R1.12.18、②R2.5.8、③8.25、④9.11、⑤11.18） 

２．市民参画 

（1）復興計画策定委員会（①R2.6.30、②9.16、③11.25） ※部会 7.27、29、30 

（2）アンケート調査（R2.1.31～R2.2.14） 

・罹災証明書発送世帯 872 世帯、市内全域無作為抽出 1,128 世帯 合計 2,000 世帯 

・有効回収数 1,028 票（うち、Web 回答 68 票） 有効回収率 51.4％ 

（3）パブリックコメント（その 1）「策定方針（案）」（R2.1.14～R2.1.28） 

   パブリックコメント（その 2）「計画（案）」（R2.10.12～R2.11.10） 

（4）住民説明会（その 1）（R2.12.5～「6会場」） ※区等の要請による開催 

住民説明会（その 2）（R.10.29～「8会場」） ※延期 

   

※復興計画（案）の一部修正に伴う対応 

 ○パブリックコメント（予定）（R3.1.5～2.3） 

○住民説明会（R3.1.16～「8会場」）  

備 
 
 

考 

 

【住民説明会及びパブリックコメントにおける新型コロナウイルス感染症対策】 

-市報 1月号- 

○住民説明会の「事前申し込み制」（申込期間 R3.1.4～1.13） ※各世帯 1人 

 ○説明（パワーポイント）資料の動画配信 （パブリックコメント終了まで） 

  ・千曲市ホームページ（市公式 You Tube チャンネル） ＊公開日 12 月 28 日（月） 

  ・ケーブルネット千曲による放映 ＊開始日 12 月 28 日（月） 

 

  



  令和２年１２月２８日 部長会議資料 

3 

 

 

事
業
名 

（1）-② 

地域防災計画・防災ガイドブックの見直し 

主担当課 危機管理防災課 

連携課等 
 

① 

事
業
概
要
・
達
成
目
標 

 

 

・庁舎統合及び令和元年東日本台風（台風 19 号）災害の反省等をふまえ、市の最高位の防災

計画である「千曲市地域防災計画」を改定し、災害への備えを強化する。 

 

・現行の防災ガイドブック（H26.3 発行）を全面的に改訂し、最新のデータ等を掲載して   

全戸に配布する。 

② 

進
捗
状
況 

 

・地域防災計画は、12月 16 日に開催された千曲市防災会議で協議のうえ、改訂版が決定 

された。今後、可及的速やかに HP等で公表する。 

 

・新しい防災ガイドブックは、年度内発行（配布）を目指し、最新の千年確率マップや 

外国語への対応など委託先と編集を進めている。 

備 
 
 

考 

特記事項なし 

 

  



  令和２年１２月２８日 部長会議資料 

4 

 

 

事
業
名 

（1）-③ 

災害時要支援者支援事業 

主担当課 高齢福祉課 

連携課等 
福祉課、健康推進課、 

危機管理防災課 

① 

事
業
概
要
・
達
成
目
標 

 

・平成 25 年の災害対策基本法の改正により、災害時に自力で避難することが困難で他者の

介助が必要な高齢者や障害がある方などの「災害時避難行動要支援者名簿」の作成が市町村

に義務付けられている。 

・市では、平成 27 年から同意の得られた要支援者の名簿を、毎年、区・自治会長、民生児童

委員に提供し、個別支援計画の作成が図られている。 

（年度毎に新規作成、更新が行われている。） 

・名簿は、警察、消防本部へも提供を行っている。 

② 

進
捗
状
況 

・令和 2年度 区・自治会への説明を 7月に実施し支援者名簿及び個別支援計画の更新を 

依頼 

・市の要支援者数 2,736 人 

 このうち、災害時避難行動要支援者名簿登載同意者数 1,543 人 

 （令和 2年 12 月現在） 

 

備 
 
 

考 

・国では、今後、災害対策基本法を改正し、個別支援計画の作成に努力義務を課す方針であ

るとともに、計画作成に際しては、日常的なケアにあたる福祉関係者の協力を得ての作成を

求める方向性のため、これらの関係者との平常時からの名簿の共有が課題となると思われ

る。 

 

 

  



  令和２年１２月２８日 部長会議資料 

5 

 

 

事
業
名 

（2）-① 

屋代地区大規模開発 

主担当課 地域開発推進室 

連携課等 

建設課、都市計画課、上下水道課、

産業振興課、農林課、総合政策課、

財政課、教育委員会、ほか 

① 

事
業
概
要
・
達
成
目
標 

 

上信越道屋代バスストップ西側 35ha の農振農用地の開発し、商業系企業等を誘致し広域交

流拠点都市構想の実現をはかる。 

「主要項目」 

① 各種規制除外方針の検討（農地規制除外、土地利用の転換）：農林課ほか 

② 開発手法検討（土地区画整理事業、開発行為、業務代行等）：地域開発推進室 

③ スマートＩＣの設置検討（開発地予定地の機能強化、移動、物流の効率化）：同上 

④ 基盤整備の新設検討（市道、都市計画道路等）：地開、建設、都計、教委 

⑤ 基盤整備の改良検討（交通障害の軽減策検討）：同上 

⑥ まちづくり（広域交流拠点都市構想の具現化）：総合政策課、ほか 

⑦ 企業誘致（コンセプトに合致する商業系、魅せる工場等の誘致）：産業振興課 

② 

進
捗
状
況 

① 県基本計画に位置付けられたことで「農村産業法」活用で規制除外は可能（条件付き） 

② 当初案の「35ha 一括の土地区画整理事業」から、その他の対応策を含め検討 
※土地区画整理事業、業務代行、開発行為、直営方式など 

③ スマートＩＣ設置は国が判断（「整備効果」は概ね「〇」、整備費が課題） 

④ 「千曲市産業連携ネットワーク構想」（基盤整備の基本構想）を策定 

⑤ 周辺道路等の改良策は現在対応中（時間、費用等が課題） 

⑥ 「基盤整備」の充実度で「まちづくり」が変わる（進出企業の意向も踏まえる） 

⑦ コンセプトに沿った複数の企業と情報交換を継続 

備 
 
 

考 

開発は「35ha 一括」の「土地区画整理事業」による「大規模開発」を目標に検討を進めた

が、現状の基盤整備の充足度、規制除外・用途指定・都市計画道路の変更協議などに時間を

要すること、そして短期間の開発は市財政に与える影響が少なくないことから、まずは開発

予定地内の「基盤整備に着手」し、「スピード優先」で進める方針を地権者と共有した。 

周辺の機能強化につながるスマートＩＣは、既存の更埴ＩＣ周辺への交通負荷の軽減、造

成が進む新産業団地の利用が見込めるなどの点で、必要な都市基盤であるが、「整備費」の縮

減が課題（制度面の制約も）で、実現には時間と費用（将来の地元負担も含む）がかかる。 

開発予定地のポテンシャルを最大限発揮するためには都市計画道路「一重山線」の全線供

用開始が必須と考えられ、引き続き県と協議を進めて基盤整備の充実を目指していく。 

（問題点等） 

① 開発条件（規制除外）の解決 

② 開発実現へのアプローチ 

③ 情報公開 

④ 市政方針に基づく開発手法の再検討確認 

⑤ 区域外の整備で関係機関と調整、など 
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事
業
名 

(2)-② 

雨宮産業団地造成事業 

主担当課 産業振興課 

連携課等 開発行為等審査会関係部署 

①
事
業
概
要
・
達
成
目
標 

 

◎大和ハウス工業㈱による「産業団地」の開発事業 

計画地：雨宮起返北ノ割地籍 約 14.4ha（農振農用地区域） 

開発手法：公民連携事業（公共と民間が役割を分担し、連携して進める事業） 

②
進
捗
状
況 

 

〇これまでの経過 

平成 30 年 10 月 農振農用地区域除外 

令和元年 5 月 造成工事着工 

 

〇留意事項 

・造成工事は令和 2年 5月に完了する予定だったが、令和元年の台風災害による造成地の一

部冠水により計画が見直しとなり、完了が R3 年夏ごろまでずれ込む予定 

備 

考 

 

〇今度の予定 

造成工事 令和 3年夏ごろ完了予定 

建築工事 順次着工 
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事
業
名 

(2)-③ 

八幡東産業団地造成事業 

主担当課 産業振興課 

連携課等 開発行為等審査会関係部署 

①
事
業
概
要
・
達
成
目
標 

 

◎㈱アクティオホールディングスによる「長野ちくまテクノパーク統括工場」の開発事業 

計画地：八幡蛭坪、中川原地籍 約 9.5ha（一部農振農用地区域） 

開発手法：公民連携事業（公共と民間が役割を分担し、連携して進める事業） 

②
進
捗
状
況 

 

〇これまでの経過 

令和 3年 1月 農振農用地区域除外見込み 

備 

考 

 

〇今後の予定 

令和 5年 3月の操業開始を目指す 
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事
業
名 

（3）-① 

 

あんず・雨宮統合保育園(仮称)建設事業 

主担当課 保育課 

連携課等 

建設課（都市計画課、農林課、農

業委員会事務局、スポーツ振興

課、危機管理防災課、文化財セン

ター、教育総務課） 

① 

事
業
概
要
・
達
成
目
標 

 

建築から約 50年経過し老朽化した「あんず保育園、雨宮保育園」を統合移転改築する。 

・建設場所：千曲市大字生萱 116 番地 1 他 

・敷地面積：3,425.77 ㎡   

・構造：鉄骨造１階建て   

・延床面積：1,061.64 ㎡  

・園児定員：95 名（予定） 

・開園予定：令和 4年 4月 

 

② 

進
捗
状
況 

・基本計画策定：平成 31年 3 月 

・基本・実施設計完了：令和 2年 3月 

・用地買収完了：令和 2年 6月 

・建築主体工事契約：令和 2年 9月 

・機械設備工事契約：令和 2年 11月 

・電気設備工事契約：令和 2年 11月 

 

備 
 
 

考 

今後の予定 

・新保育園の名称の決定：令和 3年 3月 

 ＜手法＞ ・公募 令和 3年 1月 4日（月）～31 日（日） 

       市報・HP等で周知、応募用紙又はハガキなどにより受付 

      ・選定委員（庁内）による選定後、決定、報告 

 

・工事竣工：令和 3年 11月 

・新園舎市民見学会：令和 3年 12月 

・引越し作業：令和 3年 12 月 

・新保育園開園：令和 4年 4月 
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事
業
名 

（3）-② 

子育て世代包括支援センター事業 

主担当課 健康推進課 

連携課等 
こども未来課・保育課 

①
事
業
概
要
・
達
成
目
標 

 

母子保健施策と子育て支援施策との一体的な提供を通じて、妊産婦及び乳幼児の健康

保持及び増進に関する包括的な支援を行い、妊娠期から安心して子供を産み育てること

ができるよう切れ目のない支援を提供する。 

 

②
進
捗
状
況 

１ 妊娠の届出（R2.10 月末現在 211 名）の際にアンケートを実施し、それをもとに   

保健師による面接をする。 

 

２ 保健センターに専任の母子保健コーディネーターを配置し、月１回の子育てサポー

ト会議を開催（７回）。 

出産前から支援が必要な要支援妊婦 82 名についてこども未来課・保育課など関係 

機関と情報共有し、訪問等により支援を実施している。 

 

備 
 
 

考 

○要支援妊婦に対し、今後も継続して、妊娠・出産・育児にわたる切れ目のない支援を

する。 

 ※要支援妊婦：母親の記載したアンケートや保健師の面談から母親が若年、経済的  

困窮、心身の不調のある方等チェック基準に該当する妊婦 
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事
業
名 

（4）-① 

教育の ICT化に向けた環境整備事業 

（千曲市立小中学校 GIGA スクール校内通信ネット

ワーク環境整備及び一人台端末整備事業） 

主担当課 教育総務課 

連携課等 

情報政策課 

①
事
業
概
要
・
達
成
目
標 

 ●GIGA スクール構想の実現（校内無線 LAN 工事、端末導入）   

 

１.事業目的・概要 

「多様な子供たちをだれ一人取り残すことなく、子ども達一人一人に公正に個別最適

化され、資質・能力を一層確実に育成できる教育 ICT 環境の実現」 

文科省主導による「GIGA スクール構想」に基づき、一人 1 台端末と、高速大容量の  

通信ネットワークの一体的整備を進め、教育実践と最先端の ICT のベストミックスを図

り、教師・児童生徒の力を最大限に引き出し、また災害や感染症発生時による学校の臨

時休業等の緊急時においても、ICT の活用によりすべての子ども達の学びを保障できる

環境を実現する。 

文部科学省は、これまでに「教育の ICT 化に向けた環境整備 5ヵ年計画」（2018～2022

年度）として、単年度で 1,805 億円の地方財政措置を講じて、3 クラスに 1 クラス分の

端末整備を目指していたが、2019 年 12 月に新たに「GIGA スクール構想」を発表し児童・

生徒一人 1 台端末環境と打ち出した。この計画も新型コロナウイルス感染症の拡大によ

る臨時休業により、緊急時においても ICT の活用により、全ての子どもたちの学びを保

障できる環境の早急な実現をしていくということから、令和 5年までに整備する事業を、

前倒しして進めていく方針が今年の 4 月に示された。このような急な状況から、当市も

国の有利な補助金を活用して急遽今年度実施している事業である。 

②
進
捗
状
況 

２.事業内容 

・市内小中学校 11 校に校内無線ネットワークの整備 182 学級（戸上中、東小は整備済） 

・市内小中学校 13 校に充電保管庫の設置 150 台（1台当たり端末 44台収納可能） 

・児童・生徒「一人 1台端末」 4,532 台（予備含）購入 

 

３．進捗状況  

・校内ネットワーク整備について、中学校は 11 月で整備は完了。小学校は 11 月で 3 校

（埴生小、戸倉小、上山田小）が完了。残り 5校は 3月までに順次施工する予定。 

・端末は令和 2 年 10 月 30 日に各小中学校へ納入済。今後、利用するためのシステム構

築及びセキュリティ導入など設定業務、完成検査を行い、本格利用は令和 3 年 4 月  

以降となる予定。 

備 
 
 

考 

４．課題、懸案事項 

➀令和 3 年度から稼働していく中で、インターネットへのアクセス集中を回避する方策

を考えるが、現在の庁舎に集約しているインターネット契約では、接続（ネット表示

等）に支障が生じることが予想される。 

②一人 1 台端末が配備された環境で学習するという経験をどの教員も経験していないこ

とから、授業づくり及び端末の利用等について教職員の研修を進めていくことが急務

である。 

③一人 1 台端末は基本的に校内での使用となるが、将来的に家庭に持ち帰った場合、イ

ンターネット環境の整っていない児童生徒(家庭)への支援、家庭での利用に伴う通信

料の課題を検討していく必要がある。 
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事
業
名 

（5）-① 

高齢者の保健事業と介護予防の一体的事業 

主担当課 健康推進課 

連携課等 
高齢福祉課 

①
事
業
概
要
・
達
成
目
標 

 

高齢者の医療の確保に関する法律（R2.4.1 施行）の第 125 条の 2第 1項に基づき広域

連合からの委託事業（特別調整交付金等 10/10）を令和 2年度より開始。 

【業務の内容】  

１ ＫＤＢシステムを活用した圏域ごとの健康課題の分析・対象者の把握 

（1）健診・医療・介護データの分析し健康課題を日常生活圏（５圏域）ごと明確化し、

対象者の抽出基準を検討し抽出する。 

（2）庁内連携の体制整備及び医療関係団体等との連絡調整等（進捗状況の共有） 

 

２ 地域で支援実施 

（1）低栄養防止や生活習慣病の重症化予防の取組、またフレイル予防の普及啓発、保健指

導等の支援を実施する。 

（2）取組の中で高齢者の状況に応じて医療・介護につなげる。 

 

②
進
捗
状
況 

ＫＤＢシステムを活用した地域の健康課題の分析・対象者の把握をし、高齢者保健  

事業（個別・集団支援）を実施。 

１ 健康課題の分析（地区別分析等） 

① アカデミーアドバイザーによる支援 2回（7/14・9/30） 

② 事業計画等に関する庁内連絡会 1回（7/22） 

 

２ 地域への支援実施状況（対象圏域：埴生圏域・川西圏域） 

（Ｒ2.12.10 現在） 

内      容 R2 年度 

① 個別支援 

ハイリスクアプローチ 

75～79 歳の糖尿病性腎症重症化予防対象者に

訪問  

７人 

75～79 歳の生活習慣病重症化予防対象者に訪

問（Ⅱ度以上高血圧）  

28 人 

② 集団支援 

 ポピュレーションアプローチ 

フレイル予防学習会（10/20.11/19 の 2 回実施） 延べ 5人 

備 
 
 

考 

〇ＫＤＢシステムを活用した地域の健康課題をより明確化し、対象者の抽出基準、実施

内容の検討が必要である。 

○関係課と事業の進捗状況を共有し、事業の企画・調整、次年度以降の計画を策定して

いく。 

（庁内連絡会 1/25 予定） 
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事
業
名 

（6）-① 

公共施設等総合管理計画・個別施設計画の策定 

主担当課 財政課 

連携課等 公共施設所管課 

①
事
業
概
要
・
達
成
目
標 

 

 

公共施設の総合的かつ計画的な管理を推進するため、公共施設等総合管理計画・公共施設

再編計画に基づき、施設類型ごとの個別施設の更新・維持管理等の方向性を示す「個別施設

計画」の策定に取り組む。（令和 2年度中） 

 ・公共施設（ハコモノ） 28 計画 

 ・インフラ（道路等）   8 計画 

②
進
捗
状
況 

 

別施設計画策定に向け、施設所管課への助言や進捗管理を行い、施設所管課において施設

類型ごとに作成した素案の内容確認と計画期間内の対策内容・対策費用をとりまとめてい

る。 

今後は、1 月 21 日に開催する「公共施設等総合管理計画推進本部会議」にて計画内容の 

確認を行い、議会への説明、パブリックコメントを実施し、今年度中の策定を目指す。 

 

備 
 
 

考 

特記事項なし 
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事
業
名 

（6）-② 

千曲市防犯灯ＬＥＤ化事業 

主担当課 生活安全課 

連携課等 
 

① 

事
業
概
要
・
達
成
目
標 

 

事業概要 

・市内に設置している約 6,400 基の防犯灯・道路照明灯について、既にＬＥＤ化しているも

のを除き、一斉にＬＥＤ灯具へ交換する。 

・事業費はＲ3 年度より 10 年間リースとし、期間満了後、灯具については市に無償で譲渡 

される。 

・リース期間中の不点灯対応等は、既設のＬＥＤ灯も含め、機器が正常な状態で使用できる

ようリース会社にて維持管理を行う。 

 

達成目標 

・防犯環境を整備し、地球温暖化に係る温室効果ガスの削減を図るとともに、電気料金、  

区委託料及び修繕費を削減する。 

 

② 

進
捗
状
況 

（1） 調査 

 ・調査数  8,222 基（市管理の明確化を図るため、商工会等管理の街灯も含めて調査） 

 ・施工対象 5,025 基（防犯灯、道路灯、高架下照明 等） 

        

（2） 施工 

 ・12 月 22 日現在、施工対象 5,025 基のうち 3,140 基が施工完了 

  進捗率は 62.5％ 

 ・積雪により施工が難所となる山間部や、球切れなどの不点灯箇所を優先しながら、平場

を順次施工している。 

  

備 
 
 

考 

蛍光灯や白熱球などの防犯灯については年内で、ほぼ灯具交換が完了する予定。 

年明け以降は劣化したポールの建替えや道路照明・高架下照明の灯具交換を行い、3 月中に

完了の予定。 
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事
業
名 

（6）-③ 

広域焼却施設対策事業＜B焼却施設＞ 

主担当課 廃棄物対策課 

連携課等 
建設課 

都市計画課 

①
事
業
概
要
・
達
成
目
標 

 

1 千曲市及び坂城町等から排出される一般廃棄物を安定的に処理するため、老朽化した葛

尾組合ごみ焼却施設に替わり、長野広域連合が新たにごみ焼却施設（B 焼却施設）を屋代中

島地籍に整備する。 

⇒施設規模：100t/日、処理方式：ストーカ式焼却＋灰溶融方式、試験運転：令和 3年 10月、

本格稼働：令和 4年 4月 

 

2 地元要望である余熱利用施設を含めた周辺整備・地元振興策について、事業実施に向け関

係機関と調整を図りながら進める。 

①エネルギー活用施設整備事業【廃棄物対策課】  ⇒令和４年４月開館予定 

②ごみ焼却施設周辺整備事業【廃棄物対策課】  ⇒Ａ＝140 ㎡ 緩衝緑地帯(植樹帯)の整備 

③ごみ焼却施設アクセス道路改良工事【建設課】  ⇒Ｌ＝180ｍ ごみ収集車搬入道路の整備 

④市道升ノ浦線道路維持工事【建設課】     ⇒Ａ＝1,500 ㎡ごみ焼却施設周辺道路整備 

⑤市道加納坊 3号線道路舗装工事【建設課】   ⇒Ｌ＝340ｍ ごみ焼却施設周辺道路整備 

⑥市道加納坊 4号線道路改良工事【建設課】   ⇒Ｌ＝270ｍ ごみ焼却施設周辺道路整備 

⑦市道屋代新田線歩道新設工事【建設課】    ⇒Ｌ＝375ｍ  通学路の歩道新設 

⑧（仮称）屋代第五区公園整備事業【都市計画課】⇒Ａ＝3,730 ㎡ 街区公園の整備   

②
進
捗
状
況 

1 ごみ焼却施設は、工場棟の鉄骨工事、コンクリート打設・養生、プラント機器の据付工事

を行っており、建設工事は順調に進んでいるとのこと。【令和 2年 12月時点】 

 

2  

①令和 2年度：地元区との設計等の打合せが整い、工事は広域連合にてコンクリート打設及

び養生を行っている。 

②令和 2年度：地権者と交渉中  

③平成 29年度：用地測量・土地評価・地質調査、平成 30 年度：測量設計・用地補償・本工

事Ｌ＝175ｍ 

④令和 2年度 ：本工事Ａ＝516 ㎡ 

⑤平成 30年度：本工事Ｌ＝73ｍ、令和元年度：本工事Ｌ＝268ｍ 

⑥令和 2年度 ：本工事Ｌ＝120ｍ 

⑦平成 30年度：本工事Ｌ＝30ｍ、令和元年度：本工事Ｌ＝60ｍ、 

令和 2年度：本工事Ｌ＝45ｍ 

⑧令和 2年度 ：用地取得 

備 
 

考 

1 試験運転：令和３年 10 月、本格稼働：令和 4年 4月 

2 事業進捗に向け関係機関と調整を図りながら進める。 

①令和４年４月開館 ②令和 3年度：測量設計・用地取得、令和 4年度：工事 ③～⑥令和

3 年度：工事 ⑦令和 3 年度～令和 5 年度：工事 ⑧令和 3 年度：測量設計、令和 4 年度：

工事 
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事
業
名 

（6）-④-ア 

 

日本遺産地域活性化推進事業 

主担当課 
歴史文化財センター・観光交流

課 

連携課等 
総合政策課・農林課・建設課等

全庁的に多数の課が連携 

① 

事
業
概
要
・
達
成
目
標 

 

・日本遺産の認定を受け、地域の文化財を活用した観光振興を行い、地域の活性化を図るた

め、千曲市日本遺産推進協議会を設置し、日本遺産に関する企画事業・施策を行うと共に行

政・地域住民・関係団体の役割分担と連携を促す各種の施策を、計画的・段階的に実施する。 

 

・21 世紀の新たな「月見」の旅を通じて、来訪者と地域住民との対話・交流を促し、千曲市

固有の文化遺産の価値と魅力を地域全体で発信し、市民・来訪者がともに古来の「千曲市ら

しさ」をよく理解し、「住んでよし、訪れてもよし」と思えるような誇りと愛着を感じる地域

づくりを実現する。 

② 

進
捗
状
況 

千曲市日本遺産推進協議会が実施する今年度事業については、10 月から月 1回ごとに「日本

遺産ガイド養成講座」を実施中。また、「日本遺産ホームページの作成」「日本遺産シンボル

マーク作成・調査分析業務」については今月公募型プロポーザルを実施し委託業者が決定、

先週より事業着手。「日本遺産センター改修事業」「誘導道路標識設置事業」については現在

業者選定事務を進めており来月には入札及び工事着工の予定。 

備 
 

考 

上記の事業実施については、当初計画案に変更が生じていることから、本日千曲市日本遺

産推進協議会にお諮りする。 

国庫補助の繰り越しが認められないため、今年度分の全ての事業について年度内に完了す

る予定。 

 

【関連】 

事
業
名 

（6）-④-イ 

名勝姨捨整備事業 

主担当課 歴史文化財センター 

連携課等 
総合政策課・農林課・建設課・

都市計画課・観光交流課等 

① 

事
業
概
要 

達
成
目
標 

 
・国の名勝及び重要文化的景観に指定された姨捨の棚田及び周辺地域についての保存・

活用を図るため、関係各課の事業計画を網羅した全体整備計画を策定し、国庫補助事業

を実施する。 

・整備計画を策定し、姨捨の棚田全体の保存・活用方針を示すことで、10年後、20 年後

の耕作の継続及び観光基盤の確立を目指す。 

② 

進
捗

状
況 

・全体整備計画策定に向けて、計画素案を文化庁と協議しているがしたが、計画素案の

再提出を求められたことから素案の作成が停滞している。 

備 
 

考 

・関連各課の事業を計画に取り込むための庁内横断的な連絡調整が不十分なため素案作

成が進んでいない状況。また姨捨の棚田整備委員会を開催し協議しているが、事業あり

きの計画であり素案は一からやり直し、直営での策定は厳しいから予算をつけて業者委

託をした方がいいとの意見もあり、今後の計画策定に向けた人的・財政的な体制等が課

題となっている。 
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事
業
名 

（6）-⑤ 

稲荷山重要伝統的建造物群保存地区保存事業 

主担当課 歴史文化財センター 

連携課等 
都市計画課・建設課・生活安全

課・観光交流課等 

① 

事
業
概
要
・
達
成
目
標 

 

・重要伝統的建造物群保存地区に選定された、稲荷山の伝統的な建造物の修理事業を行い、

環境整備を図るとともに稲荷山地区の活性化の核となるマスタープランを策定し施設の整

備を実施する。 

 

・重伝建地区の核となる施設の整備や伝統的建造物の修理・修景事業を毎年進めていくこと

で、町なみ環境を整備し、稲荷山地域の活性化を図り、市の観光基盤の確立を目指す。 

  

② 

進
捗
状
況 

・今年度の修理・修景予定事業 4件のうち 2件について完了。残り 2件については実施中。 

・全体構想の策定は今年度と来年度の 2か年で実施。現在工学院大学と委託契約を結び策定

事業を実施中。 

備 
 
 

考 

・全体構想の策定については、今年度は地域住民とのワークショップを実施し構想策定の足

掛かりとする予定であったが、コロナウイルスの影響によりワークショップの実施が困難な

ため、来年度前半に実施することとし、年度後半に構想をまとめる予定。 

今年度は修理・修景事業の指針となるガイドラインの策定が主な事業となる。 
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事
業
名 

（6）-⑥ 

松田家資料整備事業 

主担当課 歴史文化財センター 

連携課等 
都市計画課 

① 

事
業
概
要
・
達
成
目
標 

 

・千曲市歴史的風致維持向上計画に基づき、八幡地区の活性化を図るため、火災で焼損した

市指定文化財松田家主屋等の再整備を行い、県宝に指定されている史跡を含め、松田家が残

した膨大な史料を広く公開し、活用を図る。 

 

・松田家主屋・料理の間・味噌蔵の再整備を実施し、令和 4年度中に博物館施設として一般

公開を目指す。 

  

② 

進
捗
状
況 

 主屋等修理工事については今月入札により請負業者が決定。先週契約が終わり、来月より

着工予定。 

 

 令和 2年度及び 3年度の債務負担行為により工事を実施し、12 月に完了する予定 

備 
 
 

考 

松田家主屋等修理工事の財源は概ね火災保険の範囲内で実施することになっているが、保

険金請求にあたり、市による火災原因者への民事賠償請求が条件となっている。現在火災原

因者との和解案について市の保険会社（全国市有物件共済会）と協議を進めている、3 月ま

でに和解出来ない場合、訴訟に踏み切らざるを得ない状況となっている。 
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（7）各種個別計画の策定 

計 画 名 主担当課等 策  定  状  況 今後の予定等 備  考 

①第４次千曲市男女共同参画計画 人権・男女共同

参画課 

（庁内） 

・推進会議（部長）、幹事会（関係課長）素案確認 

（外部） 

・審議会 素案審議 

パブリックコメント 

（12 月末） 

3 月定例議会委員会報告 

男女共同参画社会基本法 

②第三次千曲市地域福祉計画 福祉課 ・12/22 に 2 回目の策定委員会を開催し、計画（案）

を策定。 

12/28 から 1/27 まで、パ

ブリックコメントを実

施。 

パブリックコメント等

を踏まえ、計画（案）を

修正。 

2 月下旬ごろ 3 回目の策

定委員会を開催し、成案

予定。3 月議会へ報告。 

社会福祉法 

③第８期しなのの里ゴールドプラン 21 

 老人福祉計画・介護保険事業計画 

高齢福祉課 ・千曲市しなのの里ゴールドプラン 21 推進等委員会

での協議・検討 

・策定に先立ち、高齢者等(居宅要介護・要支援認定者、

元気高齢者)実態調査の実施 

(基準日：令和元年 10 月 1 日) 

・計画素案について、パブリックコメントの募集 

（令和２年 12 月 21 日～令和３年１月 19 日） 

・今後、千曲市しなのの

里ゴールドプラン 21 推

進等委員会での協議等

を経て、決定 

老人福祉法 

介護保険法 

④千曲市障害福祉計画（第６期）・ 

障害児福祉計画（第２期） 

福祉課 ・2 回目の策定委員会を開催し、計画（案）を策定。 

・12/15 から 1/14 まで、パブリックコメントを実施

中。 

・福祉関係者等が集まる「地域自立支援協議会」での 

意見聴取を 12/15 実施。 

パブリックコメント等

を踏まえ、計画（案）を

修正。２月上旬ごろ３回

目の策定委員会を開催

し、２月中には完成予

定。３月議会へ報告。 

障害者の日常生活及び社会生

活を支援するための法律 
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⑤千曲市公営住宅長寿命化計画 建設課 ・長野県住宅供給公社へ計画策定（改定）業務を委託

し策定中 

パブコメ実施後 

R3、3月末公表予定。 

住生活基本法 

⑥千曲市国土強靭化地域計画 危機管理防災課 ・8 月にコンサル契約、策定作業を進めている。 

・現在進捗約 70％。パブリックコメントを経て部長会

議で決定する。 

・庁内関係課とは随時会議等開催している。 

１月中にパブリックコ

メント実施。 

年度内に完成予定。 

強くしなやかな国民生活の実

現を図るための防災・減災等

に資する国土強靭化基本法 

⑦千曲市一般廃棄物処理基本計画 廃棄物対策課 ・令和元年度に計画期間が一旦終了したが、長野県廃

棄物処理計画（第 5 期）策定（令和 2 年 11 月素案

発表）に併せ令和 2 年度まで 1 年間延長。 

・令和 3 年度前半までに策定。（12 月議会福祉環境委

員会で説明済） 

・環境審議会・パブコメ予定 

県計画を参考にしなが

ら、令和 3 年度前半まで

に策定。（計画期間令和 3

年度～令和 12 年度） 

廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律 

⑧千曲市耐震改修促進計画 建設課 ・長野県計画の見直しを参考に計画の更新作業を実施

中。 

パブコメ実施後 

R3、3月末公表予定。 

建築物の耐震改修の促進に関

する法律 

⑨第四次千曲市情報化計画 

（仮称） 

情報政策課 （庁内） 

・R2.7.21 「情報政策推進本部会議」 

・R2.10.2 情報計画方針に向けた職員研修 

・R2.10.2・10.14 

課題設定・分析・解決策の探り方等のワークショップ 

・R2.10.19・11.4 EBPM（エビデンスに基づく政策

立案）実践のためのデータ利活用研修 

（第３次計画の個別事業評価及び第４次計画事業設定） 

＊講師及び AD「吉本明平（地域情報化 AD） 

・R2.12.23～25 各課施策・事業ヒアリング 

R3.1 下旬 

第４次計画（案）決定 

（本部会議による庁内合意） 

R3.2 

パブリックコメント 

R3.3 決定・公表 

(官民データ活用推進基本法) 

⑩千曲市自転車活用推進計画 建設課 ・千曲市自転車活用推進計画検討委員会を設置し推進

計画を策定中。 

パブコメ実施後 

R3、3月末公表予定。 

自転車活用推進法 

 


